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し
ゅ
ん
工

８月１日～１０日

夏休み明けの本格稼動に向けて
新給食センターで調理員の研修が行われました

平林市長は「しっかりとした調査に基づいた検討を
行い、地に足のついた成果を上げていきたい」と
あいさつしました。

　最新のシステムなどが導入された中部学校給食センターと南部学校
給食センターでは、夏休み明けの子どもたちへの給食の提供をスムーズ
に行うため、調理を担当する職員の研修会を８月１日～１０日まで行いました。
　中部学校給食センターの研修では、身支度や手洗いなどの衛生管理
や調理器具の使い方の説明を受け、実際に調理をして確認をしました。
また、７日には、本格稼動する２０日の献立である手づくりハンバーグやわ
かめスープなどを作りました。
　中部給食センターは８月２０日、南部学校給食センターは８月２１日か
らそれぞれ本格稼動し、子どもたちに給食を届けています。

　安曇野市と松本市にある長野自動車道の梓川サービスエリ
ア（ＳＡ）にノンストップ料金収受システム（ＥＴＣ）専用のスマ
ートインターチェンジ（ＩＣ）の設置を目指す「梓川ＳＡスマー
トＩＣ社会実験研究会」の設立総会が７月１２日、安曇野市や松
本市、長野国道事務所などの関係者が出席して開かれました。
　研究会では、スマートＩＣの設置場所や利用時間、通行可能
な車種、安全性のほか、その効果や課題を検証し、社会実験
に向けた基礎資料を収集するほか、来年度の実験の開始を目
指し、年内に実施計画を策定する予定です。

 

　
安
曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー（
豊
科
南
穂
高
）と
南
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー（
三
郷
明
盛
）の
し
ゅ
ん
工

式
が
７
月
２５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
部
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
豊
科
北

小
学
校
北
側
に
、
南
部
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
三
郷
小
学
校
南
側
に
そ
れ
ぞ

れ
完
成
し
ま
し
た
。
両
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
衛
生
管
理
の
充
実
、
調

理
工
程
の
効
率
化
を
図
り
、
太
陽
光

発
電
を
利
用
す
る
な
ど
環
境
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食（
３０
食
）専
用
の
調
理
室
も

あ
り
ま
す
。

　
式
に
は
、
平
林
市
長
を
は
じ
め
学

校
・
工
事
関
係
者
な
ど
約
７０
人
が
参

加
し
て
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
平

林
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
給
食

セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。
給
食
の
提
供

だ
け
で
な
く
、
家
庭
と
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
食
育
の
情
報
発
信
の
場

と
な
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安
曇
野
・
松
本
・
東
信
地
区
を
結
ぶ

▼中部給食センターは、豊科と明科地域の
小中学校７校（約2,600食）を提供します。

コンテナプール（天吊式消毒保管システム採用）

▲南部給食センターは、三郷と豊科地域の一部
の小中学校３校（約3,000食）を提供します。

研修最終日には、夏休み明け最初の給食
メニューの調理を行った。

 　
あ
づ
み
の
産
業
団
地
東
に
ア
ル
プ

ス
大
橋
が
完
成
し
、
全
長
４
・
２
キ

ロ
の
「
国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ

ス
」
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
７
月

２５
日
に
は
、
開
通
式
を
祝
う
式
典
と

渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
安
曇
野
市
、

松
本
市
の
両
市
民
な
ど
５
０
０
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
に
は
、
菅
谷
松
本
市
長
、

村
井
長
野
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
地
元
区
長
な

ど
関
係
者
が
出
席
し
、
こ
の
バ
イ
パ

ス
の
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
会
長

で
あ
る
平
林
市
長
は
、
「
何
よ
り
地

元
の
皆
さ
ん
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
。
１
４
７
号
線
の
渋
滞

緩
和
と
松
本
市
、
安
曇
野
市
が
よ
り

一
体
と
な
っ
て
中
信
地
域
が
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
開
通
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、
両

市
の
園
児
が
参
加
し
た
く
す
球
割
り

の
後
、
松
本
広
域
消
防
音
楽
隊
を
先

頭
に
、
両
市
の
３
組
の
三
世
代
夫
婦

や
参
加
の
皆
さ
ん
が
渡
り
初
め
を
し

ま
し
た
。

3世代家族として
渡り初めに参加した中島さん

　暫定の２車線ではありますが、
これですべて開通したのは大
変うれしく思います。これを
きっかけにあづみ野産業団地
はもちろんこの地域がより発
展してほしいと思います。 中 島　美 郷 さん

（豊科高家）

よし さと

長野自動車道 梓川サービスエリア

スマートインターチェンジの導入に向けて研究会を設立

調理室

コンテナプール（天吊式消毒保管システム採用）

国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ
ス
開
通

中
部
・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成


